
◆去る５月29日から６月４日の７日
間，流通研究社・本誌の企画に基づ

加してきました。レポートは順次誌
上でもご紹介する予定ですが，今月
は企画満載のため挿入できず，まず
は「こぼれ話」で少々誌面を頂きま
す。

◆コブレンツのアマゾンDCを訪問
できたのは，今回の目玉企画の１つ
となりました。行ってみると案の定，
視察を受け入れてくれるだけあって
話題のロボット台車・KIVAを導入
した拠点ではなく，極めてオーソド
ックスな仕組みによる出荷拠点でし
た。そう，ブックスのEC事業者とし
てスタートし，ノウハウを積み重ね
てきた，伝統的な摘み取りバッチピ
ッキング＋個人別仕分けのやり方で
す。

KIVAのロボット台車は，本誌が
2010年の米国展示会の取材記事で，
具体的な記事としては多分，日本で
も初めてくらいの早い時期に取り上
げて紹介しています（写真❶〜❹）。

注目していたら2012年，アマゾン
は775百万ドルでKIVA SYSTEMS
を会社ごと買ってしまい，囲い込み
を図りました。今では日本でも，類
似のAGVシステム（小さなラックごと
商品を取りに行き，ピッキングステーシ

ョンまで次々に配送してくる）がいくつ
か登場しています。

◆で，今回のピッキングの現場（撮影

く「欧州先端物流システム・CeMAT
視察団」を実施し，取材班として参

❶～❹米国のマテハン展示会・NA2010（2010年4月）
に出展され，本誌がすぐ取り上げた旧KIVA SYSTEMS
社のロボット搬送台車／今では各国のアマゾンのDC
に順次導入されている
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禁止のため内部写真はありません）を見
て，驚きました。実に広大な，天井
高さ10mくらいの空間に，4,000近い
のではと思われる商品パレットが，
水平に展開されているのです。ただ
し同じ棟の反対側は，同じ空間が４
階層に区切られ，CD/DVD，加工食
品ほかの小物ピッキングエリアにな
っていました。これが４セットある
という。

ピッキング作業者は，ここを歩い
て回り，所定のロケーションからの
ピッキング作業をハンディターミナ
ルで行っている。「作業者は１日でど
れくらいの距離を歩くのか」と聞いて
みると，「10数㎞は歩くよ。だから
ウチのセンターに働きに来てくれた
ら，スポーツジムに通う必要はない
よ！」と担当者は笑っていました。

筆者がこう聞いたのは，確か英国
だったか，同社は日々20㎞も従業員
に歩かせるということで問題になっ
ているというニュースを目にしたこ
とがあったからですが，幸いこの拠
点では労務管理がうまく行っている
ようでした。

◆なるほど。上の現場を見て筆者は
うなり，思いました。これを何とか

したいと思うのは国境を超えた人情
というものである。人を歩かせるの
でなく，ロボットが持ってくる仕組
みを入れたくなるはずだ……。

春に誌上で紹介した，ニトリ／ホ
ームロジスティクスが国内初導入し
たロボット自動倉庫「AutoStore」も，
ピッカーが動かず，商品（こちらはラ
ックでなくコンテナ単位）が手元に現
れる仕組みである点では，同様の発
想です。人に優しい仕組み。

◆上の写真❺の通り，平屋建てで巨
大なスペースを持つ，こんなセンタ
ーなら，そうしたロボット台車も使

いやすいのは間違いない。ただし２
階，３階建てが当たり前の日本の物
流拠点ではどうか。かなりソフトウ
ェアに工夫しないと難しいかなあ，
というのが，まだ取材していないの
で何とも言えませんが，現時点の感
触です。

でもAutoStoreも，取材に行って
確かめるまでは，低回転品用の仕組
みかと思っていたのが，高回転品に
も使えることを知って反省しました。
だから今回も予想を超えて，うまい
使い方があるのかも知れません。そ
のチャンスを楽しみに待ちたいと思
います。 MF

❺アマゾン・コブレンツDCの外観
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